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目的： 

本研究の目的は、2 歳児における室内カルボニル化合物および二酸化窒素（NO₂）へのばく露と、血圧（収縮期血圧および

拡張期血圧）との関連を検討するとともに、子どもの性別およびデータを収集した季節による影響の可能性を検討すること

である。 

 

方法： 

本研究では、エコチル調査の詳細調査に参加した 4,143 人の子どものデータを解析した。室内空気汚染物質は、子どもが

1.5 歳の時点で測定された。血圧は、子どもが 2 歳の時点で測定された。室内空気汚染物質と血圧との関連を検討するた

め、地域をランダム効果とした多変量線形混合効果回帰モデルを用いた。季節および性別による層別解析を実施し、多重

検定補正（Bonferroni 法）を行った。また、データ収集の季節および子どもの性別による層別解析も実施した。 

 

結果： 

二酸化窒素（NO2）ばく露と血圧との間に関連が認められた。NO2 ばく露が上位四分位群に属する子どもでは、最下位四分

位群と比較して収縮期血圧は第 3 四分位群で 1.01 mmHg（95%信頼区間［CI］：−1.99～−0.02）、第 4 四分位群で 1.21 mmHg

（95%信頼区間［CI］：−2.24～−0.18）低かった。一方、ホルムアルデヒドおよびアセトアルデヒドばく露と血圧との関連は、多

重検定補正後に統計学的に有意ではなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、幼児における室内カルボニル化合物およびNO₂ばく露と血圧との関連を検討した数少ない疫学研究の一つであ

る。本研究では、幼児における室内 NO₂ばく露と血圧との関連が示されたものの、揮発性有機化合物や粒子状物質など他

の室内汚染物質を考慮していない。さらに、屋外 NO₂ばく露を考慮していないためばく露の誤分類を生じた可能性がある。

さらに、本研究ではばく露および血圧を単一時点で測定しており、また室内空気測定は血圧測定の約 6 か月前に実施され

たため、ばく露誤分類が生じた可能性がある。これらの限界を踏まえ、今後は混合ばく露モデルやエクスポソーム解析など

の複数の環境ばく露を同時に検討する分析手法を用いた解析、さらには縦断研究や反復測定による検証が求められる。 

 

結論： 

本研究は、幼児における室内 NO₂ばく露と血圧との関連を示した。幼少期は重要な発達段階であり、室内空気汚染物質へ

のばく露が将来の循環器健康に影響を及ぼす可能性がある。住宅環境においては、室内空気質の適切な管理や換気対

策が重要であり、換気の不十分な密閉空間での調理や喫煙を回避することが望まれる。 

 


